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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・医療機器研修が以下のとおり行われます。参加するようにしましょう。
日　時：10月5日（金）17：15～18：00　　
場　所：メンタルケア病棟　3F
対　象：看護・介護スタッフ
テーマ：「新規購入の身体拘束帯の取り扱いについて」
講　師：東SGM・上野JGM
※出欠は10/3（水）までに入力して下さい。委員会→医療機器等管理委員会→Ｈ24年度
「身体拘束研修」出席表
・田面木道路側溝入替工事に伴い、下記日程にて法人敷地内を迂回路として提供することになりました。誘導員、立て看板設置予定となっていますが、通行の際には、十分注意してください。
なお、工事開始日は、市役所の都合で、遅れる場合があります。
　　　　　日程　平成24年10月9日（火）～
　　　　　期間　2週間から3週間程度
　　　　　時間　9：00～16：00 
・本日より八戸短大の実習生２名が来ています。菊地明子様と中野渡鉄男様を担当します。松橋SGM、上口JGMが指導者となっていますが、両名が不在の場合は、リーダーが指導者となります。

・昨日、緊急連絡網の稼動を行っています。緊急性のある職場であることをよく意識して、携帯電話の確認を怠らないようしましょう。

・勤務制限をしている職員の方で、まだ面接の済んでいない方は、佐々木AOMと時間を調整して面談を行ってください。

・中間サマリー・ケアプロセス･人事考課の締め切り（9/30）は必ず守るようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江　様～アローゼン（下剤）止めとなっています。排便の状況と腹部の状態の観察をしていきましょう。また、適度に水分の補給を促しましょう。

・金沢　洋子　様～タスモリン（抗パーキンソン剤）が３T/ndEから１T/vdSへと変更になっています。副作用（唇の震え、ふらつき等）に注意し観察を続けましょう。

・大上　なみ　様～センナリド（下剤）１T/vdSが定期薬に変更となっています。

・伊藤　五十二様～シンラックの予測指示が出ています。

・小笠原　禮子様～本人がディスポ手袋を用意する予定となっています。脱肛の整復後は感染廃棄物として処理をして下さい。手袋処分の際は、袋などに入れず、そのまま破棄してください。

・稲垣　恵利子様～本日深夜帯、衣類の整理をするなど落ち着きのない行動がみられています。　

昨日、義姉様の面会があり、小遣いを受け取っています。言動に注意し、所在の確認をしていきましょう。

＜受け持ち患者様NCP評価＞

・岡田　石子　様～退院に向け、服薬等疾病教室を行っていく予定です。施設（有料老人ホーム）の入所に関して、前向きな発言もみられています。今後も、金銭の絡んだ内容の話には十分配慮し、精神症状の観察と所在の確認をしていきましょう。

＜注目患者様NCP評価＞

・滝田　英人　様～昨日は、午前0時前に就床することができています。本日は、独語、放歌みられていますが、大きな声で発することなくトラブルに到ってはいません。

気分の高揚がみられていますので、対応に注意し、生活リズムが安定できるよう関わりを続けていきましょう。

・布施　邦雄　様～腹部の状態について、「忘れた。覚えていない」と話され、下痢の症状は確認できていません。下剤の必要性や服薬に関する理解をしていけるよう関わっていきましょう。女性に対する性的逸脱行為は見られていません。依存的態度については、表情の変化を観察し、必要なところは協力できることを伝えて、援助の程度を段階的に減らしてセルフケア能力の維持、または退行を防ぐよう関わっていきましょう。

・菊地　明子　様～本日より実習生が付いていますが、大きな変化なく日課の取り組みにも影響はありません。　自己評価が低く、ストレスを上手く表現できないため、精神状態の状況観察を続けていきましょう。

＜田名部ケース検討、診察＞

・倉橋　生子　様～菊地明子様に実習生が付くことによる影響が考えられます。多弁、過干渉などに注意して過度な場合には介入し、訴えには傾聴を続けトラブルの防止につとめましょう。間食に関して、血糖値が高いことから、適切な食生活を指導し理解していけるよう関わっていきましょう。

・林　田鶴子　様～今月中の退院が決定しています。本人は退院の意識があり落ち着いていますが、期待感や不安感による精神症状の変化に注意し、今後も落ち着いて生活していけるよう援助していきましょう。間食については、ストレスにならない程度にアドバイスを続けていきましょう。

